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第１章   対象圏域と圏域内河川の現状 
 

第１節  対象圏域の概要 

網 走 川 は 、 北 海 道 網 走 郡 津 別
つ べ つ

町 の 阿 寒
あ か ん

山 系 阿 幌
あ ほ ろ

岳 （ 標 高 977m） に 源 を 発 し 、

一 度南西に 流下した 後、北流 しながら 津別川や美 幌
び ほ ろ

川 などの 支川を合 わせ 、湛 水

面積 34.1km 2 の 網走湖 に流入す る。網走 湖からは 、北東へ 流向を変 え、網走 市 街

地 を貫流し てオホー ツク海に 注ぐ、流 域面積 1,380km 2、幹 川流路延長 115km の 一

級 河川であ る。  

流 域は、網 走市、大 空
お お ぞ ら

町 、美幌町 、津別町の 1 市 3 町で 構成 されてい る。  

河 川名の由 来は、一 説による と、アイ ヌ語の「 ア・パ・シリ」（ 我らが・見 つ

け た・土地 ）あるい は「アパ・シリ」（ 入口の・地）に 由来して いるとい われ て

い る。（出 典名：『 北海道の 地名』山 田秀三）  

 

  

 

 

図 1-1 網 走川圏域 図  
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（地形・地質）  

上 流域の地 形は、東 部に藻 琴
も こ と

山 (999.9m)をは じめ、木 禽
き き ん

岳 (994.5m)、阿 幌

岳 (977m)、 サマッカ リヌプリ (974.3m)な どの概ね 900m 以 上の安山 岩 か ら な

る 藻琴火山 地が形成 されてお り、西部 や南西部 に、新第 三紀の硬 質泥岩 で あ

る 津別層や達 媚
た こ っ ぷ

層 からな る津別山 地や相
あ い

生
お い

丘陵 地などの 概ね 600m 以 下 の 小

起 伏山地が 形成され ている。  

圏 域内には、丘陵地 と台地が 広く分布 しており、その東 側は第四 紀の 軽 石

流 堆積物、また 、そ の西側は 第三紀の 礫岩や砂 岩、泥岩 などで構 成されて い

る 。  

網走川中流部には砂礫や粘土からなる 河岸段丘が発達しており、下流部に

は 、砂・礫・粘土 の沖 積層から なる女 満別
め ま ん べ つ

低地が分布し、泥 炭層も見られる。  

（気候）  

網 走川流域 の気候は、オホー ツク海側 の気候区 分に属し、年間を 通じ て オ

ホ ーツク海 高気圧の 影響を受 ける。  

年平均気温は、約 6.5℃と道内 の中でも比較的気温の低い地域である。ま

た 、内陸部 では最高 気温 37.2℃、最低 気温 -27.4℃と年間の寒暖差が大きい

こ とも特徴 である。年間の総 降水量は 、約 800mm と 道内 の中でも 比較的降 水

量 の少ない 地域であ る。また 、日 照時 間は約 1,800 時間 と、道内 の中でも 日

照 時間が比 較的長い 地域であ る。  

（人口・産業・経済）  

圏 域内 1 市 3 町の人 口は、平成 27 年国 勢調査で は約 72,000 人であ り、昭

和 55 年をピ ークに減 少傾向に ある。ま た、世帯 数は増加 を続けて いたが、

平成 12 年を ピークに やや減少 傾向にあ る。  

圏 域内 1 市 3 町の基 幹産業は 農業であ り、麦類 、馬 鈴薯
ば れ い し ょ

、てん 菜、まめ 類

な ど寒冷地 に適した 作物が大 きな割合 を占めて いる。林 業も盛ん であり 、特

に 津別町の 森林面積 は約 640km 2 と道内 有数の面 積を誇る 。  

網 走湖にお いては、ヤ マトシ ジミやワ カサギな ど国内屈 指の生産 量を 誇 る

内 水面漁業 が行なわ れている 。また、沿岸では 、サケ・カラフト マス・サ ク

ラ マス（ヤ マメ ）な ど漁業資 源が豊富 であり、地元 水産 物のブラ ンド化に 向

け た取り組 みも進め られてい る。  

工 業では、農 林水産 資源を活 かした食 料品加工 や木材・木 製品製 造な ど の

地 場産業が 行われて いる。  

サ ービス業 を中心と する第三 次産業は、主に網 走市、美 幌町にお いて 盛 ん

で あり、産 業別就業 者数の構 成比は約 5 割～ 7 割と なっ ている。  
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（風土・文化）  

圏 域内には 、名 勝「 天 都山
て ん と ざ ん

」や天然 記念物「 女満 別湿 生植物群 落」の国 指

定 文化財が 存在する 。また、オホーツ ク文化圏 を代表す る北方先 住民族 の 文

化 発祥の地 として、史 跡「モ ヨロ貝塚」、「桂 ヶ岡
か つ ら が お か

砦 跡」の国 指定文化 財 や

有 形文化財「女 満別石
せ き

刃
じ ん

鏃
ぞ く

遺 跡出土 の遺物」の道 指定 文化財が 存在する 。こ

の 他にも、美幌峠、網走湖、チミケッ プ湖など 、森と湖 が調和し た豊か な 自

然 観 光 資 源 が あ り 、 道 内 及 び 全 国 各 地 か ら 毎 年 多 く の 観 光 客 が 訪 れ て い る 。 

網 走湖畔に はキャン プ場があ り、ヨッ ト、ボー ト、湖周 でのサイ クリン グ

や 散策 、冬 季にはワ カサギ釣 りなどが 楽しまれ ている。また 、チ ミケップ 湖

畔 にもキャ ンプ場が あり、キ ャンプや 釣り、散 策などが 楽しまれ ている。  

美 幌町市街 地内を流 下する魚 無川
う お な し が わ

の 河川敷で は、「せ せらぎ公 園マラソ ン

大 会」のほ か小中学 校の遠足 などのイ ベントが 毎年行わ れている 。  

津 別川では 、河岸公 園が整備 されてお り、 7 月 に「つべ つ夏まつ り」 に お

い て、川に 浮かべた タイヤチ ューブの 上を走っ てタイム を競う「 川のぼ り 大

会 」が行わ れるほか 、津別川・網走川 を下る「 網走川イ カダ作り ＆イカ ダ 下

り 」などが 行われて いる。ま た、10 月 には津別 川沿いの 道道屈 斜路
く っ し ゃ ろ

津別 線 を

コ ースとし た「つべ つ紅葉マ ラソン大 会」が行 われてい る。  

ま た 、 サ ク ラ マ ス (ヤ マ メ ） や ア メ マ ス な ど が 多 く 生 息 し て い る こ と を 反

映 して、多 数の釣り 人が見ら れる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           網走 川の釣り 人  



 

4  
 

（土地利用）  

流 域の土地 利用は、 山林等が 約 8 割、 水田や畑 等の農地 が約 2 割 となっ て

お り、市街 地は、網 走湖から オホーツ ク海にか けての平 坦地や、網 走湖周 辺 、

美 幌川や津 別川沿い の平坦地 に形成さ れている 。  

主 要 な 陸 上 交 通 網 は 、 網 走 駅 か ら 美 幌 川 や 網 走 川 を 渡 り 旭 川
あさひかわ

市 に 至 る JR

石 北
せ き ほ く

本 線（新旭川 ～網走）、オ ホーツク 地方と釧 路
く し ろ

地 方を結ぶ JR釧 網
せ ん も う

本 線（ 東

釧 路～網走 ）、網走 市から北 見
き た み

市 を経て旭 川市に至 る国道 39 号、網走 市 か

ら 網走川沿 いを通り 津別町を 経て釧路 市に至る 国道 240 号、網走市 から 美 幌

峠 を通過し弟 子屈
て し か が

町 を経て根 室
ね む ろ

市 に至る 国道 243 号、美幌町 から大空 町を 経

て羅 臼
ら う す

町 に至る 国道 334 号な どが ある。また、大空町に は女満別 空港があ り 、

札 幌
さ っ ぽ ろ

、東 京
とうきょう

、名 古屋
な ご や

間 の運 航がされ ており、女満 別空 港から美 幌市街を 迂回

す る国道 39 号 美幌バ イパスが 走ってい る。  

図 1-2 圏 域の土地 利用と基 幹交通網  
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（自然環境）  

上 流域にお ける植生 は、ミズ ナラやイ タヤカエ デなどの 広葉樹と トド マ ツ

や エゾマツ などの針 葉樹が混 在してい る。網走 川の上流 において は、サ ク ラ

マ ス（ヤマ メ）やサ ケが遡上・産卵し 、淵では アメマス やサクラ マス（ ヤ マ

メ ）、泥の 中や水生 植物が茂 る水際で はシベリ アヤツメ が生息し ている 。ま

た 、カケス やキツツ キ類など の鳥類が 生息して いる。  

中 流域にお ける植生 は、河岸 にヤナギ 類やケヤ マハンノ キ、ミズ ナラ な ど

が 、水 際に ヨシなど の水生植 物が茂る 。網 走川 の中流に おいては 、ヨ シな ど

が 茂る流れ の緩い淀 みにエゾ ウグイや ヤチウグ イ、植生 豊かな水 際やワ ン ド

に ニホンイ トヨやト ミヨ属淡 水型が生 息してい る。また 、これら の魚類 を 捕

食 するアオ サギやカ ワセミを はじめ、ノビタキ 、アオジ などの鳥 類が生 息 し

て いる。  

下 流域の網 走湖周辺 の植生は、ヤナギ 類をはじ め、ヤチ ダモ、ハ ンノキ な

ど の広葉樹 林や、ヨ シやガマ などの水 生植物が 豊かに茂 り、国の 天然記 念 物

に 指定され ているミ ズバショ ウ群生地 がある。網走湖に は、ヨシ などが 茂 る

水 際にニホ ンイトヨ、トミヨ属 淡水型、ワ カサギな どが生息 している。ま た 、

冬 季 に は 、 国 指 定 の 天 然 記 念 物 で あ る オ オ ワ シ や オ ジ ロ ワ シ な ど が 飛 来 し 、

春 と秋には 湖の水草 を食べる オオハク チョウも 飛来する 。網走湖 から河 口 に

至 る最下流 域におい ては 、汽 水魚のヌ マガレイ 、メ ナダ などが生 息してい る 。

ま た、ウミ ネコ 、ユ リカモメ 、オ オセ グロカモ メなどの 海鳥が多 く生息し て

い る。  

 

※ 上記掲載 種の出典 一覧  

「 平成 16 年 度  網走川 計画調査 (環境調査 編 )報告書 」  

「 平成 16 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (環境調査 ) (道州 )報 告書」  

「 平成 17 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (水辺の国 勢調査 ) (道 州 )報告 書」  

「 平成 18 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (環境調査 )報告書」  

「 平成 19 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (環境調査 ) (道州 )報 告書」  

「 平成 20 年 度  網走川 計画調査  報告書 」  

「 平成 27 年 度  網走川 広域河川 改修工事 (河川水辺 の国勢調 査外 )報告 書」  
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（河川空間の利用）  

網 走川上流 域の河川 空間は、河 畔公園 やキャン プ場が整 備され、貴 重なレ ク

リ エーショ ンの場と して盛ん に利用さ れている 。本 圏域 中流に位 置する美 幌 川

支 川の魚無 川におい ては 、「 せせ らぎ 公園 」が 整備され 、川 沿い に散策路 が設

け られるな ど、町民 憩いの場 として親 しまれ、地 域住民 による河 川清掃等 の 河

川 愛護活動 が４０年 にわたっ て続けら れている 。  

な お、網走 川では、地元 自治 体等が中 心となり 、地 域の 子供たち に川での 体

験 を通して、川の役 割や川に 生息する 生き物な どについ て関心を 持ち、地 域 の

河 川環境に ついての 理解を深 めてもら うための 体験学習 などが開 催されて い

る 。  

こ のほか、美幌 川流 域では、関係 機関 等による 特定外来 生物（ウ チダザリ ガ

ニ ）の 駆除 や川の自 然教育普 及事業等 が行われ ている。また 、駒
こ ま

生 川
お い が わ

の 普通 河

川 区間では、地元有 志による 手づくり 魚道の整 備が進め られ、近 年はサク ラ マ

ス の遡上が 確認され ている。  
 

 
 

網 走川  か わ塾  平成 29 年 7 月  
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第２節  圏域内河川の現状と課題 

 

圏 域内にお いて北海 道知事が 管理する 河川は 25 河 川（管 理延長 199.8km）で あ

る。このう ち、過去 の災害発 生の状況、現況河 川の流下 能力、沿 川の土地 利用 状

況 等を踏ま え、優先 的に河川 整備を実 施する必 要がある 河川は、網走 川の 1 河 川

で ある。  

網 走川の北 海道知事 管理区間 の河川の 現状と課 題は、以 下のとお りである 。  

 

１．  治水の現状と課題  

網 走川は、その 源を 阿寒山系 の阿幌岳 (標高 977m)に発し、山 間部 を流下 し

て ケミチャ ップ川・オンネキ キン川な どの支川 を合わせ 、津別町 市街地 に て

下 流の国土 交通大臣 管理区間 に注ぐ、 知事管理 区間延長 28.4km の一級 河 川

で ある。  

そ の流域は 、津別町 の 1 町か らなる。 流域の土 地利用は 、山林な どが 約 9

割 、水田や 畑などの 農地が約 1 割とな っている 。流域内 は森林資 源など に 恵

ま れ、下流 では農耕 が盛んで ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真－１  網走川圏 域（網走 川津別町 市街地付 近）  

  

 

 

 

 

津 別川

網 走川

津 別町市街 地  



 

8  
 

網 走川にお いては、これ まで 度々洪水 被害に見 舞われて いる。昭和 35 年 7

月 の集中豪 雨や昭和 54 年 10 月の 台風 20 号は大 きな被害 をもたら した 。 こ

れ らに対処 するため 、昭和 40 年～ 昭和 43 年にか けてチミ ケップ川 との 合 流

点 から上流 の 1.50km 区間 や、 昭和 54 年 ～昭 和 55 年に かけ てオンネ キキン

川 合流点か ら上流 0.14km 区間 など、局 部的に河 川改修が 行われて いる。  

し かし、そ の後も、 台風によ る平成 4 年 9 月洪 水（浸水 面積 1,318ha、 浸

水 家屋 30 戸 ）をはじ めとして 、台風に よる平成 6 年 9 月 洪水、前 線と 台 風

による平成 10 年 8 月洪水、台風による平成 10 年 9 月洪水、台風による平成

13 年 9 月洪 水、台風 による平 成 15 年 8 月洪水 、低気圧 による平 成 18 年 10

月 洪水など 、頻 繁に 洪水被害 に見舞わ れている 。こ のた め、河川 改修によ る

抜 本的な治 水対策が 急務とな っている 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２(1) 網走川氾濫状況 写真－２(2) 網走川氾濫状況 

（平成 4 年 9 月洪水） （平成 13 年 9 月洪水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２(3) 網走川氾濫状況  

（平成 18 年 10 月洪水）  
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２．河川の利用及び河川環境の現状と課題  

 

網 走川「北 海道知事 管理区間 」におけ る水利用 は、養魚 用水、灌 漑用 水 と

し て利用さ れ、その 許可件数 は、養魚 用が 1 件 、灌 漑用が 1 件で ある 。な お、

灌 漑用水は、12ha の 耕地に水 を供給し ている。過 去に渇 水被害が 生じた事 例

は ない。  

ま た、内水 面漁業権 の設定は されてい ない。  

網 走川の水 質につい ては、公 共用水域 における 生活環境 の保全に 関す る 環

境 基準によ る類型指 定がされ ており、河口から 美幌町郊 外の大 正
たいしょう

橋
ば し

まで の 区

間 において は、網走 湖内（ A 類型）を 除いて B 類型、大 正橋から 上流に お い

ては A 類型 に指定さ れている 。  

大 正橋地点 での平成 29 年にお ける BOD75%値は 1mg/l 以下 で環境基 準を 達

成 している 。  

平 成１６年 ８月及び ９月にか けて、網 走川の上 流域で実 施された 水質 調 査

の 結果によ ると BOD（ 生物化学 的酸素要 求量）の値 は、平常時 において 0.5mg/l

～ 0.9mg/l と AA 類型 相当であ り、水質 は良好で ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真－３  網走川の 現況（高 木橋下流 ）  

 

網 走川は、緩 やかに 蛇行しな がら流下 し、左岸 に山地や 崖地、右 岸に農 耕

地 が分布す る。左岸 の山地に はカラマ ツの人工 林とミズ ナラやハ ルニレ な ど

の 広葉樹が 生育する 自然林が あり、広 葉樹を主 体とする 林床には キタミ フ ク

ジ ュソウな どの草本 植物が生 育してお り、エゾ リス・キ タキツネ・エ ゾラ イ

チ ョウ・エ ゾサンシ ョウウオ などが生 息してい る。一方 、右岸に は、ヤ ナ ギ

網 走川  
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類 を 主 体 と す る 河 畔 林 が 断 片 的 に 分 布 す る の み の 比 較 的 開 け た 環 境 で あ り 、

ヒ ヨドリや ハシブト ガラなど 農耕地な どで見ら れる種が 生息して いる。ま た 、

河 川 周 辺 で は 、 食 物 連 鎖 の 上 位 に 位 置 す る ハ イ タ カ の 採 餌 行 動 も 見 ら れ る 。 

水 域では、点 在する 中州が、イ ソシギ やハクセ キレイの 採餌場と して 利 用

さ れており 、クサヨ シの生育 するワン ドの水際 は、シベ リアヤツ メやヤ チ ウ

グ イなど遊 泳力の小 さい魚類 の生息場 所となっ ている。河川の水 面上に は 昆

虫 類を採餌 するため にコウモ リ類が飛 来し、河 畔林に覆 われてい る水面 付 近

で は、オシ ドリなど の水鳥の 休息場と して利用 されてい る。蛇行 部にみ ら れ

る 淵ではエ ゾウグイ やアメマ ス、ニジ マスなど が見られ 、特に水 深が深 い 場

所 ではサク ラマス（ ヤマメ）など大型 の魚類が 生息して いる。ま た、河 床 に

中 礫 が 分 布 し 多 孔 質 に な っ て い る 平 瀬 で は フ ク ド ジ ョ ウ が 多 数 見 ら れ る ほ

か 、支川合 流部など ではサケ の産卵床 が確認さ れている 。  

な お、現在 進められ ている河 川改修工 事におい ては、河 川技術者、河川 管

理 者が参加 する網走 川現地検 討会によ る検討を 踏まえ、河川環境 や親水 利 用

に 配慮した 自然石護 岸の整備 や瀬・淵 のある多 様性に富 んだ流れ を保全・再

生 するため の整備等 が行われ ている。  

上 記 の 現 状 を 踏 ま え 、 地 域 社 会 に お け る 治 水 、 利 水 機 能 を 確 保 し な が ら 、

次 のように 河川環境 を保全、 整備する 事が重要 な課題で ある。  

水 質につい ては 、公共 用水域に おける「生 活環境の 保全に関 する環境 基準 」

に 基 づ く 類 型 指 定 が さ れ て お り 、 関 係 機 関 と 協 力 し 水 質 状 況 の 把 握 を 行 い 、

水 質が悪化 しないよ うに水質 の保全に 努める必 要がある 。  

ま た 、 河 川 の 整 備 に 当 た っ て は 、 河 道 の 連 続 性 の 確 保 や 多 様 な 生 物 の 生

育・生息空 間の確保 など良好 な河川環 境の保全・再生と ともに水 と触れ 合 え

る 川辺の整 備が必要 である。また、施 工時には 自生植物 の保全等 を行う と と

も に 、 在 来 の 生 物 を 保 全 す る た め 外 来 種 の 侵 入 防 止 に 配 慮 す る 必 要 が あ る 。 

 

 

※ 上記掲載 種の出典 一覧  

「 平成 16 年 度  網走川 計画調査 報告書 (環 境調査編 )報告書」  

「 平成 16 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (環境調査 )(道州 )報 告書」  

「 平成 17 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (水辺の国 勢調査 )(道 州 )報告 書」  

「 平成 18 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (環境調査 )報告書」  

「 平成 19 年 度  網走川 基幹河川 改修工事 (環境調査 )(道州 )報 告書」  

「 平成 20 年 度  網走川 計画調査  報告書 」  

「 平成 27 年 度  網走川 広域河川 改修工事 (河川水辺 の国勢調 査外 )報告 書」  
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第 2 章河川整備計画の目標に関する事項 

 

河 川整備の 基本方針 としては、河川改 修の経緯、水害発 生の状況、河川利 用 の

状 況、河川 環境の保 全を考慮 し、関係 機関の事 業とも調 整を図り ながら、河川 整

備 にあたっ ての目標 を明確に して 、河 川環境に 配慮した 治水・利 水対策を 推進 す

る ものであ る。  

ま た、直轄 区間の整 備計画と 整合を図 るため、水 系とし て一貫し た整備を 実 施

す るととも に、地域 一体とな った流域 全体での 流量の抑 制等 、洪 水の負荷 軽減 に

努 める。  

第１節  計画対象区間 

河 川整備計 画の対象 とする河 川は 、表 2-1 に示 す網走川 水系の北 海道知事 管

理 河川（ 25 河川  L=199.8 km） とする。 このうち 、優先的 に整備を 行う河川 区

間 は、表 2-2 に 示す 区間であ る。  

 
表 2-1 河 川整備計 画対象河 川  

  

河 川 名  

知 事 管 理 区 間  

上 流 端  下 流 端  
延 長  

( k m )  

流 域  

面 積  

( k m 2 )

1  網 走 川
あ ば し り が わ

 山 越 の 沢 川 の 合 流 点  
北 海 道 網 走 郡 津 別 町 字 緑 町

269 番 地 先  
2 8 . 4 1 3 8 0 . 0

2  女 満 別 川
め ま ん べ つ が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 田 中

105 7 番 地  

右 岸  同 郡 女 満 別 町 字 開 陽 29 0 番

地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  1 8 . 0 1 2 3 . 1

3  マ ス ト リ 川  

左 岸  北 海 道 網 走 郡 女 満 別 町 字 朝

日 19 6 番 地 先  

右 岸  網 走 市 呼 人 690 番 の 1 地 先

女 満 別 川 へ の 合 流 点  1 . 2 1 3 . 1

4  ﾊ ﾟ ﾅ ｸ ｼ ｭ ﾍ ﾞ ﾂ川  
北 海 道 網 走 郡 女 満 別 町 字 開 陽 319

番 の 1 地 先 の 道 道 加 沢 橋  
女 満 別 川 へ の 合 流 点  1 0 . 5 2 6 . 6

5  田 中 川
た な か が わ

 兎 の 沢 川 合 流 点  女 満 別 川 へ の 合 流 点  8 . 0 2 6 . 5

6  ト マ ッ プ 川  

左 岸  北 海 道 網 走 郡 女 満 別 町 字 大

東 24 2 番 地 先  

右 岸  同 町 同 字 24 8 番 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  6 . 5 1 8 . 3

7  黒 瀬 川
く ろ せ が わ

 
北 海 道 網 走 郡 女 満 別 町 字 本 郷 334

番 地 先 の 町 道 黒 田 橋  
網 走 川 へ の 合 流 点  0 . 8 2 8 . 1

8  ｻ ﾗ ｶ ｵ ｰ ﾏ ｷ ｷ ﾝ川  

北 海 道 網 走 郡 女 満 別 町 字 住 吉 526

番 地 先  

の 橋 本 橋  

網 走 川 へ の 合 流 点  3 . 6 2 3 . 6

9  木 禽 川
き き ん か わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 豊 岡

448 番 の 2 地 先  

右 岸  同 町 同 字 45 0 番 の 2 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  1 1 . 8 4 2 . 2

1 0  美 幌 川
び ほ ろ が わ

 鴬 沢 川 の 合 流 点  

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字

稲 美 26 6 番 地 先  

右 岸  同 町 字 報 徳 12 番 の 2 地

先  

1 8 . 5 2 1 7 . 3

1 1  魚 無 川
う お な し が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 美 富

150 番 地 先  

右 岸  同 町 同 字 14 9 番 地 先  美 幌 川 へ の 合 流 点  3 . 5 1 9 . 0
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1 2  駒 生 川
こ ま お い が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 稲 美

208 番 地 先  

右 岸  同 町 同 字 20 9 番 地 先  

美 幌 川 へ の 合 流 点  1 . 3 1 7 . 7

1 3  福
ふ く

豊 川
と み が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 豊 富

377 番 の 1 地 先  

右 岸  同 町 同 字 32 7 番 地 先  

美 幌 川 へ の 合 流 点  4 . 5 2 8 . 9

1 4  石 切 川
い し き り が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 古 梅

国 有 林 班 網 走 事 業 区 17 班 ろ 小 班

地 先  

右 岸  同 町 同 字 国 有 林 網 走 事 業 区

17 班 は 小 班 地 先  

美 幌 川 へ の 合 流 点  5 . 9 1 9 . 6

1 5  霧
き り

の 沢 川
さ わ が わ

 

北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 古 梅 国 有 林

網 走 事 業 区 20 林 班 よ 小 班 地 先 の

上 流 端 を 示 す 標 柱  

石 切 川 へ の 合 流 点  1 . 6 6 . 5

1 6  小 谷 沢 川
こ た に ざ わ が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 昭 野

388 番 地 先  

右 岸  同 町 同 字 38 0 番 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  1 . 0 6 . 0

1 7  栄
さかえ

森 川
も り が わ

 
北 海 道 網 走 郡 美 幌 町 字 栄 森 38 番

の 26 地 先 の 道 道 第 ４ 号 橋  
網 走 川 へ の 合 流 点  7 . 0 5 3 . 9

1 8  小 沼 沢 川
こ ぬ ま ざ わ が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 津 別 町 字 活 汲

109 番 1 地 先  

右 岸  同 町 同 字 10 8 番 3 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  0 . 3 2 0 . 8

1 9  ｼ ﾝ ｹ ﾋ ﾟ ﾎ ﾛ川  

左 岸  北 海 道 網 走 郡 津 別 町 字 活 汲

253 番 1 地 先  

右 岸  同 町 同 字 25 5 番 3 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  0 . 4 1 2 . 2

2 0  タ ッ コ ブ 川  

左 岸  北 海 道 網 走 郡 津 別 町 字 最 上

85 番 の 274 地 先  

右 岸  同 町 同 字 85 番 27 5 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  1 6 . 0 8 6 . 6

2 1  津 別 川
つ べ つ が わ

 

左 岸  北 海 道 網 走 郡 津 別 町 字 上 里

78 番 地 先  

右 岸  同 町 同 字 79 番 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  1 6 . 0 1 7 5 . 3

2 2  ｵ ﾝ ﾈ ｷ ｷ ﾝ川  左 の 沢 川 の 合 流 点  網 走 川 へ の 合 流 点  8 . 5 8 0 . 9

2 3  ﾒ ﾅ ｼ ｭ ｷ ｷ ﾝ川  栄 の 沢 川 の 合 流 点  オ ン ネ キ キ ン 川 へ の 合 流 点  5 . 5 3 2 . 4

2 4  ﾁ ﾐ ｹ ｯ ﾌ ﾟ川  オ ン ネ ナ イ 川 の 合 流 点  網 走 川 へ の 合 流 点  4 . 0 5 2 . 1

2 5  ｹ ﾐ ﾁ ｬ ｯ ﾌ ﾟ川  

左 岸  北 海 道 網 走 郡 津 別 町 字 二 又

483 番 地 先  

右 岸  同 町 同 字 47 3 番 地 先  

網 走 川 へ の 合 流 点  1 7 . 0 1 0 7 . 5

 

表 2-2 優 先的に整 備を行う 河川区間  

河川名 対象区間 
北海道知事 

管理区間延長 

優先整備 

区間延長 

網走川 
上流端：(左岸) 津別町字大 昭

たいしょう

23番地先 

(右岸) 津別町字大昭267番地1先 

下流端：津別町字緑町269番地先 

28.4 km 13.8 km 

 

第２節  計画対象期間 

 

河 川整備計 画の計画 対象期間 は、河川 整備計画 策定から 概ね 30 年 間とする 。  

本 整備計画 は、現時 点での流 域の社会 状況、自 然状況、河 道状況 に基づき 策 定

す るもので あり 、策 定後のこ れらの状 況の変化 や新たな 知見 、技 術の進捗 等が 生

じ た場合は 、必要に 応じて見 直しを行 うものと する。  
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図 2-1 計 画対象圏 域図  

L = 1 3 . 8 k m

指 定 区 間 外 区 間  



 

14  
 

オホーツク海

他事業整備区間

直轄区間(指定区間外区間)

整備の必要のない区間

当面整備の予定のない区間

優先的に整備を行う区間

凡　　　例

網走湖

整備済区間

小谷沢川

網
走
川

タッコブ川

福
豊
川

栄森川

小沼沢川

オンネキキン川

シンケピホロ川

メナシュキキン川

チミケップ川

ケミチャップ川

津別川

魚
無
川

駒
生
川

田中川

女満別川

木禽川

古梅

ダム

トマップ川

黒
瀬
川

霧の沢川

石切川

石
切
川

パナクシュベツ川

マ
ス
ト
リ
川

美幌川

網
走
川

サラカオーマキキン川

 
 

図 2-2 河 川整備の 現況及び 優先整備 区間慨略 図  

 

指 定 区 間 外 区 間  
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第３節   洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

 

圏 域内河川 のうち、沿 川の人 口・資産 の状況、現 況の流 下能力、過 去の災 害 発

生 状況を踏 まえ 、洪 水による 被害が発 生した河 川、もし くは発生 の危険が 高い 河

川や想定される被害の大きい 河川として網走川において、優先的に河川整備を行

い 、洪水等 による災 害の発生 の防止又 は軽減を 図るもの とする。  

 

網 走川の津 別川合流 点から大 昭８線橋 まで の 13.8km 区間 において 、大きな 被

害 をもたら した平成 13 年 9 月の 洪水 を踏まえ 、沿川の 農地等へ の洪水に よる 災

害 発 生 の 防 止 又 は 軽 減 を 図 る も の と す る 。ま た 、圏 域 内 の 河 川 に お い て 、調 査 ・

点 検の結果 、所 要の 安全性が 確保され ていない 堤防につ いては、必要 に応 じて 堤

防 強化対策 等を実施 する。  

 

 

  

図 2-3 流 量配分図  
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第４節  河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持並びに河川環境の整

備と保全に関する事項 

 

河 川の適正 な利用及 び流水の 正常な機 能の維持 に関して は、農業 用水 、養 魚 用

水などに利用されている現状を踏まえ、利水者等の関係機関と情報交換など連携

を 図りなが ら適正な 水利用が 図られる よう努め るものと する 。ま た、流水 の清 潔

の 保持 、生 物の保護 などの観 点から、現況 の良 好な生息・生 育環 境の維持 に努め

る ものとす る。  

 

網 走川は、許可 水利 権に基づ いた適正 な取水が 行われて いるため 、こ の状 態 を

維 持する。  

水 質に関し ては 、現 況水質の 維持に努 めるとと もに 、水 質悪化の 傾向が認 め ら

れ る場合に は、関係 機関等と 連携し、 その改善 に努める ものとす る。  

河 川環境の 整備と保 全に関し ては 、自 然環境や 河川の利 用状況に ついて、必 要

に応じて調査を実施するとともに、在来植物の生育や改修区間で遡上が確認され

て いるサク ラマス（ ヤマ メ）をは じめ とする多 様な生物 の生息・生育 環境 の保全

に 努めるも のとし、併せ て河 川空間の 利用にも 配慮し、地域 の要 望に配慮 しな が

ら 人と河川 との豊か なふれあ いの確保 等に努め る。  

工 事の実施 にあたっ ては、学識 経験者の 意見を聞 きながら 魚類等の 生息環 境 に

配 慮し、山 付き部な どでは瀬 や淵など を極力保 全するよ うに努め る。  

な お、特定 外来生物 等の新た な侵入や 分布拡大 により、在来 生態 系へ大き な 影

響 が 生 じ る お そ れ が あ る た め 、 河 川 環 境 に 関 す る 情 報 を 適 切 に モ ニ タ リ ン グ し 、

地 域とも連 携しなが ら拡大防 止に努め るものと する。  
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第３章  河川整備の実施に関する事項 
 

第１節  河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の 

施行により設置される河川管理施設の機能の概要 

 

１．網走川における洪水を安全に流下させるための対策  

(河 川工事の 目的 ) 

大 きな被害 をもたら した平成 13 年 9 月 の洪水 を踏まえ 、沿川の 農地 等 へ

の 洪水によ る災害発 生の防止 又は軽減 を目的と し、河道 の掘削、堤防の 整 備

等 を行う。  

 

(河 川工事の 施行の場 所 ) 

網 走川の津 別川合流 点から大 昭８線橋 までの 13.8km の区 間  

 

(河 川工事の 種類 ) 

堤 防の整備 、河道の 掘削、護 岸の設置 等  

 

(河 川工事の 施行によ り設置さ れる河川 管理施設 の機能の 概要 )  

代 表地点に おける計 画高水位 及び川幅 について は附図に 示す。  

 

(環 境への配 慮事項 )  

河 川整備に 際しては 、河川技 術者、河 川管理者 が参加す る網走川 現地 検 討

会 による検 討を踏ま えた自然 環境に配 慮した川 づくりを 基本とし 、瀬 や淵 の

あ る多様性 に富んだ 流れの保 全・再生 や自然素 材を活か した護岸 の設置 、自

生 植 物 の 保 全 や 改 修 後 に 定 着 し た 実 生 ※ の 保 全 な ど 、 良 好 な 河 川 環 境 の 保

全 ・再生に 努める。  

特 定外来生 物等の新 たな侵入 や分布拡 大防止の ため、河 川環境に 関す る 情

報 を適切に モニタリ ングし、 地域と連 携しなが ら拡大防 止に努め る。  

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 実 生 （ み し ょ う ） ： 草 木 が （ つ ぎ 木 ・ さ し 木 な ど に よ ら ず ） 種 子 か ら 芽

を 出して成 長するこ と。また そうした 植物（広 辞苑第４ 版  机上 版）  
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第２節  河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

 

１．河川維持の目的  

河 川の維持 管理は 、地 域の特性 を踏まえ つつ 、洪水 被害等の 防止又は 軽減 、

河 川の適正 な利用、流水 の正 常な機能 の維持、河川 環境 の整備と 保全等、総

合 的な観点 から適切 な実施に 努めるも のとする 。  
 

２．河川維持の種類  

洪 水等によ る災害の 発生を防 ぐために は、堤防、護岸、樋 門など の河川 管

理 施設の機 能を十分 に発揮さ せること が必要で ある。こ のため、河川管 理 施

設 の現有機 能の把握 、評 価を 行った上 で、機能 の低下を 防止する ための復 旧 、

改 善、機器 の更新等 を行う。  
 

（１）河川の巡視及び点検  

平 常時は定 期的に河 川巡視を 行い、河 川管理施 設の状況、河岸や 河道 内 の

状 況等を把 握する。  

出 水時は降 雨や河川 水位の状 況から、河 川管理 施設の状 況や異常 の発 生 の

有 無を把握 するため 、河川巡 視を行う 。  

出 水後、地 震後、津 波後等は 河川管理 施設の点 検を実施 し、被災 状況を 把

握 し、適切 な処置を 行う。  

 

（２）河川管理施設の維持管理  

洪 水等によ る被害の 防止や、河 川が適 切に利用 され、流 水の正常 な機 能 と  

河 川環境が 維持され るよう総 合的な視 点で 、人 口減少下 における 社会情勢 な  

ど も踏まえ 、計画的 な維持管 理を行う 。  

 

１）堤防の維持管理  

亀裂・法崩れ等の異常を早期 に発見するための堤防除草を必要に応じて

実 施する。除 草時期、 頻度は 堤防植生 の状況や 周辺の環 境を考慮 して 適 正

に 実施する 。  

また、河川巡視や堤防点検、水防活動に支障をきたさぬよう、堤防天端

の 補修等を 実施する 。  

な お、侵略 的外来種 について は、適切 に処理し て拡散防 止に努め る。  

 

２）河道内樹木の管理  

河 道内の樹 木は、生 物の生息・生育環 境や河川 景観の形 成など、多 様 な

機能を有しているが、洪水時 には水位の上昇や流木の発生等の原因となる

こ とも懸念 される。  
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このため、河道内樹木の繁茂状況を適 宜把握するとともに、洪水の安全

な 流 下 に 支 障 と な ら な い よ う 環 境 に 配 慮 し な が ら 河 川 ご と に 優 先 度 を 踏

ま えた伐採 などの実 施計画を 作成し、適 切な管 理に努め るものと する 。 な

お、 伐採等 にあたっ ては、樹 種、樹高 などの多 様性、生 物生息環 境を 考 慮

した連続性、生態系の地域性などが各 河川により異なることから、それら

に 配慮しな がら、管 理を行う ものとす る。  

また、伐採する際には、外来 種を選択的に間引きすることやその群生を

優先的に伐採するなどの対応 を行い、在来種を伐採する際には外来種が侵

入 しないよ うに適切 な対応を 実施し、 生物多様 性の保全 に努める 。  

 

３）河道の維持管理  

出 水 等 に よ り 土 砂 や 流 木 が 堆 積 し 、 洪 水 の 流 下 を 阻 害 し て い る 場 合 は 、

周 辺の河川 環境に配 慮しつつ 掘削等の 適切な処 置を行う 。  

また、河床洗掘により既設護 岸や床止等の河川管理施設の機能に支障を

及 ぼすよう な事態を 確認した 場合は適 切な対策 を行う。  

なお、魚道など河道の連続性について 点検し、支障がある場合は適切な

処 理を行う 。  

 

４）河川管理施設の維持管理  

樋門・樋管、護岸等の河川管理構造物については、所要の機能を発揮で

き るように 定期的に 点検・整 備を実施 し、必要 に応じて 補修や更 新な ど 適

切 な維持管 理を実施 する。  

 

５）備蓄資器材  

備 蓄資器材 は、災害 発生時に おける応 急対策活 動を円滑 に実施す るた め 、

各 種防災資 機材の備 蓄及び整 備に努め る。また、 定期的 に備蓄資 器材 の 点

検 や保管状 況を把握 するとと もに不足 の資器材 を補充す る。  
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第４章  河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項 

 

第１節  河川にかかわる調査・研究等の推進に関する事項 

 

河 川整備、維 持・管理の 基礎資料 とするた め、水文観測を継続的に進めるほか、

必 要に応じ 水質調査 や河川周 辺の生態 調査など を行い、デー タの 収集に努 め、河

川改修後の環境への影響等について、調査・研 究を関係機関の協力を得ながら継

続 して実施 していく 。  

 

第２節  河川情報の提供に関する事項 

 

雨 量・水位 等の河川 情報につ いては、平常 時の 河川利用 や洪水時 の防災情 報 と

し て 活 用 す る た め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 を 用 い 、 関 係 機 関 や 住 民 に 幅 広 く 提 供 し 、

河 川情報の 共有に努 める。  

ま た、計画 規模や現 況流下能 力を超え る洪水に 対して、極 力被害 の防止・軽 減

を 図るため 、関 係機 関と連携 を図り、引き 続き 洪水ハザ ードマッ プの充実 及び 活

用に関する技術的支援や地域防災に関 する啓発活動等への支援を行い、地域の防

災 力の向上 に努める 。  

河 川事業の 紹介、河 川愛護・美 化思想 の普及等、河川に 関する広 報活動、情 報

提 供を行い 、河 川事 業に関し て広く理 解を得ら れるよう 努めると ともに、地域 住

民 の治水、 利水、河 川環境に 関する知 識の向上 と親水思 想の高揚 を図る。  

水 質事故が 発生した 場合は、事故 状況 を的確に 把握し、関係 機関 への速や か な

連 絡、事故 後の河川・水 質の 継続的な 監視 、迅 速な事故 処理等を 関係機関 と協力

し て行う。  

 

第３節  地域や関係機関との連携等に関する事項 

 

洪 水時の水 防活動を 迅速かつ 円滑に行 うため、そ の主体と なる自治 体と関 係 機

関、河川管 理者によ り、連絡 体制の確 認、水防 訓練等、水 防体制 の充実を 図る と

と もに、水 防資機材 の備蓄状 況等関連 する情報 について 共有化を 図る。  

「 減災対策 協議会」にお いて 、自 治体 や河川管 理者等の 関係機関 の取り組 み を

共 有するな ど連携を 強化し、 防災・減 災対策を 推進する 。  

地 域 特 性 や ニ ー ズ を 反 映 さ せ た 河 川 整 備 の 実 施 と 河 川 管 理 を 目 指 し 、 地 域 住

民・関 係機 関との連 携によっ て、川づ くりへの 住民参加 や子供達 への教育 環境 の

場 を提供す るなどの 利活用が 図られる よう努め る。  




